
第９回プラチナ大賞最終審査発表会

森林信託事業

三井住友信託銀行株式会社
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2003年

ESG投資を開始
（SRIファンド開発）

2010年頃

超高齢社会問題
をテーマ化

2020年

森林信託第一号
受託

2016年

サスコン*
業務開始

社会的価値創出と経済的価値創出の両立

ESGを各事業で展投
資視点からのトータ
ルソリューション開
発

認知症問題や住
まいの選択肢等
高齢者特有の問
題に関するテー
マに注力

ビジネス
基盤構築

ビジネス
モデル構築

信託機能を活かして、社会的課題解決型ビジネスを推進

2019年

PIF**

開発

サステナビリティ
経営戦略の構築支
援

*サステナビリティ経営支
援コンサルティング

**ポジティブ・インパクト・
ファイナンス

林業再生や地域
の活性化による
SDGs課題解決

企業価値向上

好循環の実現

パーパス

信託の力で、新たな価値を創造し、
お客さまや社会の豊かな未来を花開かせる。

お客さまや社会への良い影響
“ポジティブインパクト”
（豊かな未来の開花）

2017年

地域共創推進部
を設立

地域金融機関や
地方自治体等と
の連携を含めた
地域創生分野で
のビジネス推進

三井住友信託銀行のSDGsへの取組み

サステナビリティ
経営戦略の構築

支援

ESGを各事業で展開。
投資視点からのトータ
ルソリューション開発
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森林がもつ多様な機能

遺伝子保全
生物種保全
生態系保全

地球温暖化の緩和
二酸化炭素吸収

化石燃料代替エネルギー
地球の気候の安定

生物多様性保全

地球環境保全

物質生産

文化

快適環境形成 水源涵養

土砂災害防止・土壌保全

表面侵食防止
表層崩壊防止

その他土砂災害防止
雪崩防止
防風、防雪

景観・風致
学習・教育
芸術

宗教・祭礼
伝統文化

地域の多様性維持

洪水緩和
水資源貯留
水量調節
水質浄化

気候緩和
大気浄化

騒音・粉塵抑制

療養
保養
行楽

スポーツ

木材
食料

工業原料
工芸材料

出典：林野庁「森林・林業白書（R3年版）」

貨幣評価できる
一部の機能だけでも

年間70兆円
保健・レクリエーション

日本の森林のCO2吸収量

約4,290万t/CO2

国内吸収量のうち
約9割を占める



出典：2021年10月10日日本経済新聞
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利用期を迎えた
人工林

50％

利用が進まず悪影響が拡大日本は世界有数の森林国
国土の3分の2は森林

国土面積
3,780万ha

森林資源は充実

人工林は本格的な利用期が到来

社会的課題を抱える日本の森林

森林面積

2,505万ha

単位：億㎥

■人工林 ■天然林

0

100

200

単位：年（林齢）

単位：万ha

各出典：林野庁「森林資源の現況」（H29/3/31現在）

2017年森林蓄積量
52億４千万㎥
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出典：林野庁「森林の機能を活⽤した「緑の国⼟強靭化対策」」

＜令和２年７月豪雨による山地災害（熊本県芦北町）＞



林家1戸あたりの所有森林面積

● 1~5ha● 5~10ha● 10~50ha● 50~100ha● 100ha以上

社会的課題の原因

★所有者不明林の発生
所有者不明土地の割合（筆数ベース）

宅地・・・17.4％ 農地・・・16.9％
林地・・・25.6％

★村外地主の増加

1970

15％

2005
村外地主
の割合

出典：農林業センサス

1％

74％

0.4％

13％ 11％

出典：国土交通省「所有者不明土地の実態把握の状況について」
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24％

出典：農林業センサス

★小規模零細所有形態



信託とDX（デジタルトランスフォーメーション）の融合

信託とＤＸの融合により、社会的課題を解決
6

UAV-LS PLS

×

ALS

3D model

Michibiki

同一：自益信託

信託目的の設定
財産の移転

信託契約

受益権の交付

委託者 受託者

受益者

信託 DX

ＩＣＴスマート精密林業
Harvester 
with IoT

Navigation of 
Thinning trees



森林信託第一号のスキーム
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配当

経営実施権設定

施業収益

森林の信託
森林所有者

（委託者兼受益者） 三井住友信託銀行
株式会社
（受託者）

株式会社
百森

西粟倉村に森林を
保有し、村外に居住

する個人
（＝村外地主）

西粟倉村にて森林の
施業等を実施する
森林管理専門会社

住友林業
株式会社

岡山県
西粟倉村

包括的連携協定

水力発電事業体

出資
百年の森林事業

地元
金融機関

政府系
ファンド

出資

売電
収益

信託受益権の交付

森林所有者 森林管理責務からの解放
林業事業体 施業地の集約による効率化

発電所建設をサポート
（ファイナンスアレンジメント）



8

森林信託開発における課題と解決策

★財産特定 ★収益性の確保

★適切な森林経営体制の確保

価値の太宗を占める立木の特定が困難 原木売却による収益実現までの期間が長期

・レーザーセンシング技術による単木データの取得
・先端技術開発を行う信州大学認定ベンチャーへの出資
（産学連携）

・小水力発電所設置をサポート。地元金融機関のファイ
ナンスにより発電所を建設。
・売電収益を活用し林業事業におけるキャッシュフロー
の安定化を実現

・住友林業、西粟倉村
との包括連携協定を
締結。官民一体で森林
経営管理体制を構築

専門知識、ノウハウを必要とする林業経営への対応

提供：信州大学



地域経済エコシステムの構築に貢献

三井住友
信託銀行

森林
所有者

森林の集約化
森林経営管理
施業の実施

FSCグループマネジメント

（株）
百森

経営実施権設定

施業収益

西粟倉村
役場

エーゼロ（株）
連携 ローカルベンチャー支援

地域メディア運営

西粟倉百年の
森林協同組合

木材販売業務

手数料等素材販売金

森林組合
林業事業体

施業実施
素材生産

施業
発注 施業費

丸太

（株）西粟倉・森の学校
（株）木の里工房・木薫
（株）ようび
村内製作所 等

丸太

法人のお客様
（工務店、家具工房）

個人のお客様

合板工場・市場

製品

丸太

森林の信託

配当

（株）motoyu

薪製造～熱供給

（地域熱供給会社）
木の駅

プロジェクト

薪

温泉施設・公共施設
熱

水力発電
事業体

出資売電収入

地域金融機関

政府系ファンド
出資

施業費の補填

施業収益金

施業の流れ

お金の流れ

木材の流れ

西粟倉村が取り組む「百年の森林事業」 （森林信託導入後）

森
林
信
託
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西粟倉村提供資料を基に作成
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心豊かで彩りある地域社会

★自然資本の活用
生態系再構築
災害防止

自然との共生 環境保全

★スマート精密林業
生産性向上
女性活躍推進

林業の成長産業化 地方創生

地方創生・プラチナ社会の実現へ

森林
信託

★地域エコシスム構築
雇用創出
人口増加

★持続的な森林整備
CO2吸収量増
再生ｴﾈﾙｷﾞｰ活用



Fin.

ご清聴ありがとうございました。
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